
戸
田
の
理
想
を
描
く
地
域
デ
ザ
イ
ン
発
表
会 

　
　
　
　
　
（
配
布
資
料
「
神
の
て
の
ひ
ら
」よ
り
抜
粋
） 

　
早
稲
田
大
学
芸
術
学
院
　
武
下
公
美
さ
ん
　
卒
業
制
作 

まちの玄関デザインまちの玄関デザイン 　戸田は山々に囲まれ、穏やか　戸田は山々に囲まれ、穏やか 
な内海にいだかれた、まるで神な内海にいだかれた、まるで神 
の手のひらにそっとのせられての手のひらにそっとのせられて 
いるような、小さくて優しいいるような、小さくて優しい 
ほっとするまちです。ほっとするまちです。 
 

まちの玄関デザイン 
　戸田は山々に囲まれ、穏やか 
な内海にいだかれた、まるで神 
のてのひらにそっとのせられて 
いるような、小さくて優しい 
ほっとするまちです。 
 

　
沼
津
市
戸
田
文
化
協
会
　 

会
長 

山
口
展
徳 

　
私
の
仕
事
は
建
築
業
（
大
工
）

の
四
代
目
で
す
。
大
工
修
行
後
、

約
二
年
間
、
奈
良
薬
師
寺
の
西
塔

再
建
工
事
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ

の
後
父
が
亡
く
な
り
、
戸
田
で
稼

業
を
継
ぎ
、
三
十
年
が
経
過
し
ま

し
た
。
建
築
に
対
す
る
考
え
方
は
、

地
産
地
消
で
新
建
材
は
一
切
使
用

し
ま
せ
ん
。
通
気
工
法
を
用
い
、

ム
ク
の
家
で
冷
暖
房
の
い
ら
な
い

家
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
 

　
二
十
五
年
前
か
ら
趣
味
で
戸
田

の
歴
史
を
調
べ
、
造
船
博
物
館
や

松
城
邸
で
戸
田
の
歴
史
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
を
行
っ
て
い
ま
す
。

旧
戸
田
村
は
、
百
六
十
六
年
前
、

開
国
を
求
め
下
田
へ
や
っ
て
来
た

ロ
シ
ア
の
軍
艦
「
デ
ィ
ア
ナ
号
」

が
安
政
の
大
地
震
に
よ
る
津
波
で

破
損
し
ま
し
た
。
下
田
で
は
当
時

ク
リ
ミ
ア
戦
争
の
た
め
修
理
が
で

き
ず
、
戸
田
港
が
最
適
地
で
あ
る

と
判
断
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
戸

田
へ
向
か
う
途
中
、
嵐
に
よ
り
富

士
市
沖
に
沈
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

約
五
百
人
の
ロ
シ
ア
人
は
戸
田
ま

で
歩
き
、
わ
ず
か
三
カ
月
あ
ま
り

で
、
代
船
「
ヘ
ダ
号
」
を
建
造
し
、

無
事
ロ
シ
ア
へ
帰
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
が
戸

田
に
は
あ
り
ま
す
。
 

　
文
化
協
会
長
に
な
り
、
戸
田
の

文
化
展
を
、
蔵
作
り
の
杉
山
商
店

や
国
の
重
要
文
化
財
の
松
城
邸
を

お
借
り
し
て
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
戸
田
の
街
並
み
を
散
策

し
な
が
ら
、
文
化
に
親
し
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
茶

会
、
へ
だ
ふ
る
さ
と
研
究
会
に
よ

る
松
城
邸
の
案
内
、
押
し
花
体
験

学
習
な
ど
も
行
い
ま
す
。
ま
た
、

今
年
は
特
別
展
で
「
富
士
山
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
作
品
展
も
開
催
し

ま
し
た
。
歴
史
と
文
化
で
地
域
振

興
、
観
光
振
興
に
貢
献
で
き
れ
ば

幸
い
で
す
。
 

歴
史
と
文
化
で
地
域
振
興
を 

 
十
月
十
五
日
、
栗
原
裕
康
沼
津

市
長
を
松
永
会
長
他
役
員
十
一
名

で
訪
問
し
、
本
商
工
会
の
取
組
み

の
現
状
や
懸
案
事
項
を
、
直
接
、

市
長
に
お
話
し
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
本
商
工
会
に
対
す
る
理
解
を

深
め
、
支
援
を
お
願
い
す
る
た
め

に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
が
、
市
長

に
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
頂
き
、

ま
た
、
い
ろ
い
ろ
ご
意
見
を
伺
う

こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
 

 
面
談
は
、
道
の
駅
の
推
進
、
戸

田
の
観
光
活
性
化
対
策
、
東
海
大

学
沼
津
校
舎
撤
退
後
の
対
策
な
ど

に
つ
い
て
要
請
を
行
う
と
と
も
に
、
 

特
産
品
開
発
や
B
級
グ
ル
メ
、
五

十
周
年
記
念
事
業
、
ふ
る
さ
と
産

業
祭
な
ど
の
現
在
取
組
ん
で
い
る

主
要
事
業
に
つ
い
て
も
報
告
を
行

い
ま
し
た
。
 

貯
蓄
共
済
、
福
祉
共
済
 

　
　
　
　
 
加
入
増
強
月
間
 

　
十
月
十
五
日
の
合
同
役
員
会
に

て
、
「
組
織
財
政
基
盤
強
化
推
進

月
間
」
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、

貯
蓄
共
済
、
福
祉
共
済
の
加
入
推

進
を
各
支
部
、
各
部
会
に
て
具
体

的
達
成
可
能
な
目
標
値
を
設
定
し
、

そ
れ
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。
 

　
本
年
度
第
三
回
理
事
会
が
十
月

五
日
、
本
所
と
戸
田
支
所
を
結
ぶ

Ｔ
V
会
議
シ
ス
テ
ム
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
 

　
始
め
に
、
前
回
の
理
事
会
以
降

に
加
入
申
込
み
の
あ
っ
た
三
事
業

所
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
加

入
が
承
諾
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
次
に
十
月
か
ら
来
年
一
月
ま
で

の
四
ヶ
月
間
に
渡
っ
て
実
施
す
る

「
組
織
財
政
基
盤
強
化
推
進
月
間
 

」
の
内
容
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
本
商
工
会
組
織
の
維
持
 

・
運
営
の
強
化
を
目
的
に
、
平
成

二
〇
年
度
か
ら
、
本
会
が
独
自
に

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
本
所
支

所
間
の
緊
密
な
連
携
、
役
職
員
一

体
と
な
っ
た
取
組
み
に
よ
っ
て
、

会
員
・
非
会
員
問
わ
ず
訪
問
・
巡

回
し
、
新
規
加
入
促
進
や
経
営
支

援
、
共
済
制
度
の
普
及
な
ど
を
項

目
ご
と
に
数
値
目
標
を
立
て
そ
の

達
成
を
図
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
具
体
的
に
は
、
訪
問
・
巡
回
の

目
標
は
会
員
数
の
六
〇
％
に
当
た

る
五
〇
〇
企
業
、
新
規
加
入
目
標

は
各
支
部
・
各
部
会
が
そ
れ
ぞ
れ
 

一
企
業
の
加
入
を
目
指
し
、
本
会

全
体
の
組
織
率
を
二
％
引
き
上
げ

る
。
ま
た
、
共
済
制
度
の
加
入
促

進
で
は
、
会
員
福
祉
共
済
制
度
に

つ
い
て
は
全
体
加
入
率
を
二
〇
％

に
、
商
工
貯
蓄
共
済
制
度
に
つ
い

て
は
満
期
加
入
者
の
全
再
加
入
数

を
目
指
す
こ
と
な
ど
も
決
定
し
ま

し
た
。
併
せ
て
、
目
標
達
成
を
強

力
に
推
進
す
る
た
め
、
新
規
加
入

者
は
も
ち
ろ
ん
、
紹
介
者
や
実
績

を
上
げ
た
支
部
・
部
会
等
に
は
、

優
遇
措
置
や
特
別
報
奨
措
置
も
用

意
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
次
に
、
本
年
度
全
国
商
工
会
連
 

合
会
か
ら
大
型
補
助
を
得
て
取
り

組
ん
で
い
る
、
原
地
区
の
茶
資
源

を
使
っ
た
特
産
品
開
発
の
現
状
や

戸
田
の
B
級
グ
ル
メ
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
の
状
況
、
民
宿
活
性
化
の
た

め
の
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
創
出
の
検

討
状
況
が
事
務
局
か
ら
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
 

　
続
い
て
、
五
〇
周
年
記
念
事
業

に
移
り
、
記
念
誌
の
編
纂
内
容
や
、

記
念
の
冠
を
つ
け
て
実
施
す
る
、

原
地
区
の
「
ふ
る
さ
と
産
業
祭
」
、

沼
津
市
民
を
限
定
対
象
と
し
た
「
観

光
優
遇
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
、
歳
末

の
「
買
い
得
商
品
券
」
発
行
、
新

春
に
開
催
す
る
「
特
別
記
念
講
演

会
」
な
ど
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
他
、
各
部
会
・
委
員
会
の

取
組
み
や
市
へ
の
要
請
活
動
に
つ

い
て
も
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

第
三
回
理
事
会
報
告
 

〜
基
盤
強
化
月
間
を
中
心
に
〜
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沼津法人会原支部 
めざします企業の繁栄 
と社会への貢献 

社団 
法人 

沼津西ロータリークラブ　テーマ 

クラブ奉仕を通じて地域への貢献を 

　11月  10日  坂本塾・優良事業所視察 
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　　     19日  商業部地デジ講習会 
　　     26日  定年延長講習会 
 
 戸田支所 
　11月  7日  戸田さんさんまつり 
　  　 15日  女性部空き缶拾い 

栗
原
市
長
と
面
談
 

新
会
員
ご
紹
介
 

事
業
所
名
　
支
所
・
支
部
名
 

　
代
表
者
名
　
業
種
 

本
間
社
労
士
事
務
所
　
原
・
愛
鷹
 

　
本
間
康
典
　
社
会
保
険
労
務
士
 

信
濃
路
　
原
・
東
部
 

　
有
瀧
智
康
　
飲
食
 

た
こ
で
ん
　
原
・
東
部
 

　
吉
田
和
雄
　
飲
食
 

栗原市長（右端）に事業の説明 栗原市長（右端）に事業の説明 
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企業の繁栄と社会貢献 

支部長　中島寿之 
沼津法人会　戸田支部 

食中毒予防の決め手はあなたの手 

支部長　真野雄二 
沼津食品衛生協会 戸田支部 

事務局　沼津市商工会　戸田支所 
　　　　0558-94-2224

〈
特
産
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉
 〈

Ｂ
級
グ
ル
メ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉
 〈
民
宿
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉
 

　
九
月
二
十
二
日
、
大
村
保
二
部

会
長
の
下
、
地
元
の
茶
資
源
で
あ

る
、
愛
鷹
茶
（
沼
津
茶
）
を
活
用

し
た
試
作
品
の
提
案
・
絞
り
込
み

等
を
行
い
ま
し
た
。
試
食
は
、
 

①
お
茶
の
実
の
油
、
オ
リ
ー
ブ
油
、

ア
ボ
ガ
ド
油
、
静
岡
や
ぶ
き
た
一

番
茶
油
等
を
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
に
つ

け
て
試
食
を
行
い
ま
し
た
。
地
元

の
お
茶
の
実
が
十
月
頃
に
は
出
来

始
め
ま
す
、
来
年
一
月
か
二
月
位

ま
で
に
は
地
元
の
お
茶
の
実
を
使

っ
た
茶
油
の
試
作
品
が
誕
生
す
る

予
定
で
す
。
 

②
地
元
茶
を
使
っ
た
三
種
類
の
天

ぷ
ら
粉
で
ち
く
わ
、
小
エ
ビ
、
か

き
揚
げ
、
茶
葉
を
揚
げ
て
試
食
し
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

試
食
で
出
た
主
な
意
見
は
、
さ
く

さ
く
感
は
あ
る
、
色
が
濃
す
ぎ
る
、

沼
津
ら
し
さ
が
出
る
よ
う
な
沼
津

て
ん
ぷ
ら
を
作
り
た
い
、
か
き
揚

が
一
番
お
い
し
い
、
茶
塩
で
は
な

く
戸
田
塩
だ
け
で
食
べ
て
も
良
か

っ
た
、
素
材
を
再
検
討
し
た
い
、

等
々
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
 

③
地
元
酒
造
さ
ん
か
ら
は
茶
を
使

用
し
た
お
酒
に
つ
い
て
色
の
調
整

が
難
し
い
が
試
作
を
重
ね
て
い
る
、

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た

販
路
拡
大
対
策
の
一
つ
と
し
て
、

富
士
山
の
麓
で
生
産
さ
れ
る
お
茶

と
し
て
海
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
展

が
で
き
る
よ
う
、
検
討
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
三
十
年
前
の
五
分
の
一
と
な
っ

た
民
宿
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

商
工
会
と
民
宿
組
合
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
が

連
携
し
動
き
出
し
始
め
ま
し
た
。
 

　
ま
ず
民
宿
の
お
か
み
さ
ん
に
集

ま
っ
て
も
ら
い
講
習
会
や
懇
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
戸
田
地
区
な
ら

で
は
の
体
験
型
観
光
の
創
出
に
よ

り
、
教
育
旅
行
（
中
学
校
修
学
旅

行
）
の
受
入
先
と
し
て
民
宿
を
検

討
中
で
す
。
タ
カ
ア
シ
ガ
ニ
と
磯

料
理
に
た
よ
る
観
光
で
は
先
細
り

で
す
。
体
験
型
観
光
の
メ
ニ
ュ
ー

の
創
出
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
が
急

務
で
す
。
 

　
修
学
旅
行
は
、
今
ま
で
定
番
で

あ
っ
た
東
京
、
京
都
か
ら
、
農
村

漁
村
で
の
交
流
体
験
を
行
う
時
代

に
変
化
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
な

ん
と
町
工
場
（
従
業
員
五
人
）
の

視
察
ま
で
修
学
旅
行
に
組
み
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
戸
田
の
民
宿
も
社

会
の
変
化
に
対
応
し
変
化
し
て
い

か
な
け
れ
ば
、
生
き
残
る
こ
と
は

む
ず
か
し
い
時
代
で
す
。
 

　
Ｂ
級
グ
ル
メ
部
会
で
は
、
こ
れ

ま
で
の
「
へ
だ
港
は
ん
ぺ
ん
」
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
今
ま
で
と
異
な
る
点
は

す
り
身
を
深
海
魚
一
〇
〇
％
と
し

た
こ
と
で
す
。
し
た
が
っ
て
名
称

も
「
へ
だ
ト
ロ
は
ん
ぺ
ん
」
に
変

更
し
ま
し
た
。
名
称
変
更
の
理
由

は
、
深
海
魚
一
〇
〇
％
を
強
調
す

る
た
め
、
ト
ロ
ー
ル
（
底
引
網
漁

業
）
の
ト
ロ
を
入
れ
ま
し
た
。
現

在
、
標
準
的
な
へ
だ
ト
ロ
は
ん
ぺ

ん
を
作
成
し
、
十
一
月
七
日
の
戸

田
さ
ん
さ
ん
ま
つ
り
に
デ
ビ
ュ
ー

さ
せ
る
予
定
で
す
。
 

　
標
準
へ
だ
ト
ロ
は
ん
ぺ
ん
は
、

イ
ベ
ン
ト
や
マ
ス
コ
ミ
に
対
し
て

提
示
す
る
も
の
で
あ
り
、
各
飲
食

店
、
商
店
、
民
宿
で
は
オ
リ
ジ
ナ

ル
へ
だ
ト
ロ
は
ん
ぺ
ん
を
提
供
し

ま
す
。
 

　
今
後
は
へ
だ
ト
ロ
は
ん
ぺ
ん
マ

ッ
プ
や
ノ
ボ
リ
の
作
成
。
民
宿
、

飲
食
店
、
住
民
に
対
し
、
へ
だ
ト

ロ
は
ん
ぺ
ん
料
理
講
習
会
の
開
催
。

へ
だ
ト
ロ
は
ん
ぺ
ん
の
紹
介
ビ
デ

オ
作
成
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
こ

れ
ら
に
よ
り
、
地
域
一
丸
と
な
っ

て
へ
だ
ト
ロ
は
ん
ぺ
ん
を
戸
田
の

Ｂ
級
グ
ル
メ
と
し
て
位
置
づ
け
、

全
国
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
 

地
域
資
源
∞
全
国
展
開
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
遂
行
状
況
 

 

戸
田
地
域
デ
ザ
イ
ン
発
表
会 

　
早
稲
田
大
学
芸
術
学
校
で
デ
ザ

イ
ン
や
建
築
を
学
ん
だ
武
下
公
美

さ
ん
が
、
戸
田
の
す
ば
ら
し
さ
に

魅
了
さ
れ
卒
業
制
作
の
課
題
と
し

て
、
戸
田
の
将
来
の
姿
を
描
き
ま

し
た
。
戸
田
独
自
の
価
値
や
課
題

を
ふ
ま
え
、
景
観
や
観
光
に
夢
を

盛
り
込
ん
だ
地
域
づ
く
り
を
提
案

し
ま
し
た
。
ま
た
助
言
者
と
し
て

早
稲
田
大
学
　
卯
月
教
授
に
も
講

評
、
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

戸
田
は
美
し
い
浜
辺
と
、
山
々
に

囲
ま
れ
た
、
神
様
の
掌
に
そ
っ
と

乗
せ
ら
れ
た
よ
う
な
村
で
す
。
そ

し
て
景
観
は
、
そ
の
地
域
の
住
民

の
心
以
上
に
は
、
美
し
く
は
な
れ

な
い
と
語
り
ま
し
た
。
 

　
当
日
は
、
商
工
会
、
観
光
協
会

の
関
係
者
ほ
か
地
域
住
民
、
原
地

区
か
ら
の
参
加
者
も
あ
り
計
四
十

名
が
出
席
し
ま
し
た
。
 

第2回 意外と知らない地域の産業。わが町の産業再発見！！　沼津市商工会50周年記念　 

ふるさと産業祭 ふるさと産業祭 
同
時
開
催
 

新東名高速道歩きと史跡巡り・ 
　浮島沼自然探訪ウォーキング 
   原・浮島歴史と文化のまちづくり 
　　　　　　　           原浮島実行委員会 

11
3 10：00～15：00

（水・祭日） 
会場　 
原地区センター広場 

10時　         ＪＡなんすん原産直市　 
　　　　　　   新鮮野菜タップリ    売切終了 
10時～12時　親子竹細工 体験教室　 
11時        　 投げもち　　　 
10時～15時   綿菓子（小学生まで無料） 
　　　　　　 落花生 山盛りスコップすくい　 

・沼津市商工会50周年記念植樹 
・原浮島地域の物産展示と即売 
・戸田の観光紹介、海産物直売 
・工業製品の紹介 
・耐震相談、免震住宅紹介・水道管内探査 

工業部会出展・パネル展示 事業所紹介（順不同） 

図書印刷㈱、東洋ファイバー㈱、㈱富士シャフト、 
㈲鈴由商店、土井鋼材㈱、エヌ・イーケムキャット㈱ 
東芝ライテック㈱、大村興業㈱、殿岡服飾工業㈱、 
障害福祉「ウイサポートゆう」、㈱誠和、前田製作所、 
ベル印刷㈱、森工業㈱、㈱杉山鉄工、㈲イーリード、 
共立化工㈱、ユナイト㈱、㈱ひかり 

主催：沼津市商工会　電話 966-1331 
後援：沼津市、原・浮島連合自治会、 
　　　原・浮島コミュニティ推進委員会 

出店・出展事業所（順不同） 

戸田観光協会、おくだ荘、山本農園、樹庵 
ツツミ水産、お茶の興国園、ピッコロ 
内海ふとん店、㈲マルニ茶業、キノフーズ 
フランドル松屋、㈲西添建設、㈱モリケン 
コーア建設㈱、㈱進興、日建建設㈱

なるほど！パソコン相談所、JA原 産直市 
耐震相談協力：静岡県設計事務所協会 
沼津法人会原支部 
商工会青年部・女性部・観光サービス部会 
工業部会・商業部会・建設業関連部会 
 

原小学校 

駐車スペースに限りが 
あります。出来るだけ 
徒歩か、自転車で 
お願いします。 
 

発表する 武下公美さん 発表する 武下公美さん 

！！ 

産業祭会場 

駐輪場 

沼津市商工会館 

駐車場 

スネークカメラ実演 



〒410-3402　 
沼津市戸田美浜海岸3878-20 
TEL 0558-94-3048（代） 
URL http://www.isaba.co.jp 
 

高足ガニとエビカニづくしの磯料理 

                     TEL 0558-94-3333 
フリーダイヤルTEL 0120-04-1260 
ホームページ　http://.tokiwaya.info

創業明治参年 味わいの宿 

（3）　第 32 号 第 32 号（2） 平成22年10月号  平成22年10月号 

企業の繁栄と社会貢献 

支部長　中島寿之 
沼津法人会　戸田支部 

食中毒予防の決め手はあなたの手 

支部長　真野雄二 
沼津食品衛生協会 戸田支部 

事務局　沼津市商工会　戸田支所 
　　　　0558-94-2224

〈
特
産
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉
 〈

Ｂ
級
グ
ル
メ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉
 〈
民
宿
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉
 

　
九
月
二
十
二
日
、
大
村
保
二
部

会
長
の
下
、
地
元
の
茶
資
源
で
あ

る
、
愛
鷹
茶
（
沼
津
茶
）
を
活
用

し
た
試
作
品
の
提
案
・
絞
り
込
み

等
を
行
い
ま
し
た
。
試
食
は
、
 

①
お
茶
の
実
の
油
、
オ
リ
ー
ブ
油
、

ア
ボ
ガ
ド
油
、
静
岡
や
ぶ
き
た
一

番
茶
油
等
を
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
に
つ

け
て
試
食
を
行
い
ま
し
た
。
地
元

の
お
茶
の
実
が
十
月
頃
に
は
出
来

始
め
ま
す
、
来
年
一
月
か
二
月
位

ま
で
に
は
地
元
の
お
茶
の
実
を
使

っ
た
茶
油
の
試
作
品
が
誕
生
す
る

予
定
で
す
。
 

②
地
元
茶
を
使
っ
た
三
種
類
の
天

ぷ
ら
粉
で
ち
く
わ
、
小
エ
ビ
、
か

き
揚
げ
、
茶
葉
を
揚
げ
て
試
食
し
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

試
食
で
出
た
主
な
意
見
は
、
さ
く

さ
く
感
は
あ
る
、
色
が
濃
す
ぎ
る
、

沼
津
ら
し
さ
が
出
る
よ
う
な
沼
津

て
ん
ぷ
ら
を
作
り
た
い
、
か
き
揚

が
一
番
お
い
し
い
、
茶
塩
で
は
な

く
戸
田
塩
だ
け
で
食
べ
て
も
良
か

っ
た
、
素
材
を
再
検
討
し
た
い
、

等
々
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
 

③
地
元
酒
造
さ
ん
か
ら
は
茶
を
使

用
し
た
お
酒
に
つ
い
て
色
の
調
整

が
難
し
い
が
試
作
を
重
ね
て
い
る
、

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た

販
路
拡
大
対
策
の
一
つ
と
し
て
、

富
士
山
の
麓
で
生
産
さ
れ
る
お
茶

と
し
て
海
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
展

が
で
き
る
よ
う
、
検
討
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
三
十
年
前
の
五
分
の
一
と
な
っ

た
民
宿
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

商
工
会
と
民
宿
組
合
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
が

連
携
し
動
き
出
し
始
め
ま
し
た
。
 

　
ま
ず
民
宿
の
お
か
み
さ
ん
に
集

ま
っ
て
も
ら
い
講
習
会
や
懇
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
戸
田
地
区
な
ら

で
は
の
体
験
型
観
光
の
創
出
に
よ

り
、
教
育
旅
行
（
中
学
校
修
学
旅

行
）
の
受
入
先
と
し
て
民
宿
を
検

討
中
で
す
。
タ
カ
ア
シ
ガ
ニ
と
磯

料
理
に
た
よ
る
観
光
で
は
先
細
り

で
す
。
体
験
型
観
光
の
メ
ニ
ュ
ー

の
創
出
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
が
急

務
で
す
。
 

　
修
学
旅
行
は
、
今
ま
で
定
番
で

あ
っ
た
東
京
、
京
都
か
ら
、
農
村

漁
村
で
の
交
流
体
験
を
行
う
時
代

に
変
化
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
な

ん
と
町
工
場
（
従
業
員
五
人
）
の

視
察
ま
で
修
学
旅
行
に
組
み
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
戸
田
の
民
宿
も
社

会
の
変
化
に
対
応
し
変
化
し
て
い

か
な
け
れ
ば
、
生
き
残
る
こ
と
は

む
ず
か
し
い
時
代
で
す
。
 

　
Ｂ
級
グ
ル
メ
部
会
で
は
、
こ
れ

ま
で
の
「
へ
だ
港
は
ん
ぺ
ん
」
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
今
ま
で
と
異
な
る
点
は

す
り
身
を
深
海
魚
一
〇
〇
％
と
し

た
こ
と
で
す
。
し
た
が
っ
て
名
称

も
「
へ
だ
ト
ロ
は
ん
ぺ
ん
」
に
変

更
し
ま
し
た
。
名
称
変
更
の
理
由

は
、
深
海
魚
一
〇
〇
％
を
強
調
す

る
た
め
、
ト
ロ
ー
ル
（
底
引
網
漁

業
）
の
ト
ロ
を
入
れ
ま
し
た
。
現

在
、
標
準
的
な
へ
だ
ト
ロ
は
ん
ぺ

ん
を
作
成
し
、
十
一
月
七
日
の
戸

田
さ
ん
さ
ん
ま
つ
り
に
デ
ビ
ュ
ー

さ
せ
る
予
定
で
す
。
 

　
標
準
へ
だ
ト
ロ
は
ん
ぺ
ん
は
、

イ
ベ
ン
ト
や
マ
ス
コ
ミ
に
対
し
て

提
示
す
る
も
の
で
あ
り
、
各
飲
食

店
、
商
店
、
民
宿
で
は
オ
リ
ジ
ナ

ル
へ
だ
ト
ロ
は
ん
ぺ
ん
を
提
供
し

ま
す
。
 

　
今
後
は
へ
だ
ト
ロ
は
ん
ぺ
ん
マ

ッ
プ
や
ノ
ボ
リ
の
作
成
。
民
宿
、

飲
食
店
、
住
民
に
対
し
、
へ
だ
ト

ロ
は
ん
ぺ
ん
料
理
講
習
会
の
開
催
。

へ
だ
ト
ロ
は
ん
ぺ
ん
の
紹
介
ビ
デ

オ
作
成
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
こ

れ
ら
に
よ
り
、
地
域
一
丸
と
な
っ

て
へ
だ
ト
ロ
は
ん
ぺ
ん
を
戸
田
の

Ｂ
級
グ
ル
メ
と
し
て
位
置
づ
け
、

全
国
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
 

地
域
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全
国
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早
稲
田
大
学
芸
術
学
校
で
デ
ザ

イ
ン
や
建
築
を
学
ん
だ
武
下
公
美

さ
ん
が
、
戸
田
の
す
ば
ら
し
さ
に

魅
了
さ
れ
卒
業
制
作
の
課
題
と
し

て
、
戸
田
の
将
来
の
姿
を
描
き
ま

し
た
。
戸
田
独
自
の
価
値
や
課
題

を
ふ
ま
え
、
景
観
や
観
光
に
夢
を

盛
り
込
ん
だ
地
域
づ
く
り
を
提
案

し
ま
し
た
。
ま
た
助
言
者
と
し
て

早
稲
田
大
学
　
卯
月
教
授
に
も
講

評
、
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

戸
田
は
美
し
い
浜
辺
と
、
山
々
に

囲
ま
れ
た
、
神
様
の
掌
に
そ
っ
と

乗
せ
ら
れ
た
よ
う
な
村
で
す
。
そ

し
て
景
観
は
、
そ
の
地
域
の
住
民

の
心
以
上
に
は
、
美
し
く
は
な
れ

な
い
と
語
り
ま
し
た
。
 

　
当
日
は
、
商
工
会
、
観
光
協
会

の
関
係
者
ほ
か
地
域
住
民
、
原
地

区
か
ら
の
参
加
者
も
あ
り
計
四
十

名
が
出
席
し
ま
し
た
。
 

第2回 意外と知らない地域の産業。わが町の産業再発見！！　沼津市商工会50周年記念　 

ふるさと産業祭 ふるさと産業祭 
同
時
開
催
 

新東名高速道歩きと史跡巡り・ 
　浮島沼自然探訪ウォーキング 
   原・浮島歴史と文化のまちづくり 
　　　　　　　           原浮島実行委員会 

11
3 10：00～15：00

（水・祭日） 
会場　 
原地区センター広場 

10時　         ＪＡなんすん原産直市　 
　　　　　　   新鮮野菜タップリ    売切終了 
10時～12時　親子竹細工 体験教室　 
11時        　 投げもち　　　 
10時～15時   綿菓子（小学生まで無料） 
　　　　　　 落花生 山盛りスコップすくい　 

・沼津市商工会50周年記念植樹 
・原浮島地域の物産展示と即売 
・戸田の観光紹介、海産物直売 
・工業製品の紹介 
・耐震相談、免震住宅紹介・水道管内探査 

工業部会出展・パネル展示 事業所紹介（順不同） 

図書印刷㈱、東洋ファイバー㈱、㈱富士シャフト、 
㈲鈴由商店、土井鋼材㈱、エヌ・イーケムキャット㈱ 
東芝ライテック㈱、大村興業㈱、殿岡服飾工業㈱、 
障害福祉「ウイサポートゆう」、㈱誠和、前田製作所、 
ベル印刷㈱、森工業㈱、㈱杉山鉄工、㈲イーリード、 
共立化工㈱、ユナイト㈱、㈱ひかり 

主催：沼津市商工会　電話 966-1331 
後援：沼津市、原・浮島連合自治会、 
　　　原・浮島コミュニティ推進委員会 

出店・出展事業所（順不同） 

戸田観光協会、おくだ荘、山本農園、樹庵 
ツツミ水産、お茶の興国園、ピッコロ 
内海ふとん店、㈲マルニ茶業、キノフーズ 
フランドル松屋、㈲西添建設、㈱モリケン 
コーア建設㈱、㈱進興、日建建設㈱

なるほど！パソコン相談所、JA原 産直市 
耐震相談協力：静岡県設計事務所協会 
沼津法人会原支部 
商工会青年部・女性部・観光サービス部会 
工業部会・商業部会・建設業関連部会 
 

原小学校 

駐車スペースに限りが 
あります。出来るだけ 
徒歩か、自転車で 
お願いします。 
 

発表する 武下公美さん 発表する 武下公美さん 

！！ 

産業祭会場 

駐輪場 

沼津市商工会館 

駐車場 

スネークカメラ実演 



戸
田
の
理
想
を
描
く
地
域
デ
ザ
イ
ン
発
表
会 

　
　
　
　
　
（
配
布
資
料
「
神
の
て
の
ひ
ら
」よ
り
抜
粋
） 

　
早
稲
田
大
学
芸
術
学
院
　
武
下
公
美
さ
ん
　
卒
業
制
作 

まちの玄関デザインまちの玄関デザイン 　戸田は山々に囲まれ、穏やか　戸田は山々に囲まれ、穏やか 
な内海にいだかれた、まるで神な内海にいだかれた、まるで神 
の手のひらにそっとのせられての手のひらにそっとのせられて 
いるような、小さくて優しいいるような、小さくて優しい 
ほっとするまちです。ほっとするまちです。 
 

まちの玄関デザイン 
　戸田は山々に囲まれ、穏やか 
な内海にいだかれた、まるで神 
のてのひらにそっとのせられて 
いるような、小さくて優しい 
ほっとするまちです。 
 

　
沼
津
市
戸
田
文
化
協
会
　 

会
長 

山
口
展
徳 

　
私
の
仕
事
は
建
築
業
（
大
工
）

の
四
代
目
で
す
。
大
工
修
行
後
、

約
二
年
間
、
奈
良
薬
師
寺
の
西
塔

再
建
工
事
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ

の
後
父
が
亡
く
な
り
、
戸
田
で
稼

業
を
継
ぎ
、
三
十
年
が
経
過
し
ま

し
た
。
建
築
に
対
す
る
考
え
方
は
、

地
産
地
消
で
新
建
材
は
一
切
使
用

し
ま
せ
ん
。
通
気
工
法
を
用
い
、

ム
ク
の
家
で
冷
暖
房
の
い
ら
な
い

家
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
 

　
二
十
五
年
前
か
ら
趣
味
で
戸
田

の
歴
史
を
調
べ
、
造
船
博
物
館
や

松
城
邸
で
戸
田
の
歴
史
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
を
行
っ
て
い
ま
す
。

旧
戸
田
村
は
、
百
六
十
六
年
前
、

開
国
を
求
め
下
田
へ
や
っ
て
来
た

ロ
シ
ア
の
軍
艦
「
デ
ィ
ア
ナ
号
」

が
安
政
の
大
地
震
に
よ
る
津
波
で

破
損
し
ま
し
た
。
下
田
で
は
当
時

ク
リ
ミ
ア
戦
争
の
た
め
修
理
が
で

き
ず
、
戸
田
港
が
最
適
地
で
あ
る

と
判
断
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
戸

田
へ
向
か
う
途
中
、
嵐
に
よ
り
富

士
市
沖
に
沈
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

約
五
百
人
の
ロ
シ
ア
人
は
戸
田
ま

で
歩
き
、
わ
ず
か
三
カ
月
あ
ま
り

で
、
代
船
「
ヘ
ダ
号
」
を
建
造
し
、

無
事
ロ
シ
ア
へ
帰
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
が
戸

田
に
は
あ
り
ま
す
。
 

　
文
化
協
会
長
に
な
り
、
戸
田
の

文
化
展
を
、
蔵
作
り
の
杉
山
商
店

や
国
の
重
要
文
化
財
の
松
城
邸
を

お
借
り
し
て
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
戸
田
の
街
並
み
を
散
策

し
な
が
ら
、
文
化
に
親
し
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
茶

会
、
へ
だ
ふ
る
さ
と
研
究
会
に
よ

る
松
城
邸
の
案
内
、
押
し
花
体
験

学
習
な
ど
も
行
い
ま
す
。
ま
た
、

今
年
は
特
別
展
で
「
富
士
山
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
作
品
展
も
開
催
し

ま
し
た
。
歴
史
と
文
化
で
地
域
振

興
、
観
光
振
興
に
貢
献
で
き
れ
ば

幸
い
で
す
。
 

歴
史
と
文
化
で
地
域
振
興
を 

 
十
月
十
五
日
、
栗
原
裕
康
沼
津

市
長
を
松
永
会
長
他
役
員
十
一
名

で
訪
問
し
、
本
商
工
会
の
取
組
み

の
現
状
や
懸
案
事
項
を
、
直
接
、

市
長
に
お
話
し
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
本
商
工
会
に
対
す
る
理
解
を

深
め
、
支
援
を
お
願
い
す
る
た
め

に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
が
、
市
長

に
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
頂
き
、

ま
た
、
い
ろ
い
ろ
ご
意
見
を
伺
う

こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
 

 
面
談
は
、
道
の
駅
の
推
進
、
戸

田
の
観
光
活
性
化
対
策
、
東
海
大

学
沼
津
校
舎
撤
退
後
の
対
策
な
ど

に
つ
い
て
要
請
を
行
う
と
と
も
に
、
 

特
産
品
開
発
や
B
級
グ
ル
メ
、
五

十
周
年
記
念
事
業
、
ふ
る
さ
と
産

業
祭
な
ど
の
現
在
取
組
ん
で
い
る

主
要
事
業
に
つ
い
て
も
報
告
を
行

い
ま
し
た
。
 

貯
蓄
共
済
、
福
祉
共
済
 

　
　
　
　
 
加
入
増
強
月
間
 

　
十
月
十
五
日
の
合
同
役
員
会
に

て
、
「
組
織
財
政
基
盤
強
化
推
進

月
間
」
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、

貯
蓄
共
済
、
福
祉
共
済
の
加
入
推

進
を
各
支
部
、
各
部
会
に
て
具
体

的
達
成
可
能
な
目
標
値
を
設
定
し
、

そ
れ
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。
 

　
本
年
度
第
三
回
理
事
会
が
十
月

五
日
、
本
所
と
戸
田
支
所
を
結
ぶ

Ｔ
V
会
議
シ
ス
テ
ム
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
 

　
始
め
に
、
前
回
の
理
事
会
以
降

に
加
入
申
込
み
の
あ
っ
た
三
事
業

所
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
加

入
が
承
諾
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
次
に
十
月
か
ら
来
年
一
月
ま
で

の
四
ヶ
月
間
に
渡
っ
て
実
施
す
る

「
組
織
財
政
基
盤
強
化
推
進
月
間
 

」
の
内
容
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
本
商
工
会
組
織
の
維
持
 

・
運
営
の
強
化
を
目
的
に
、
平
成

二
〇
年
度
か
ら
、
本
会
が
独
自
に

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
本
所
支

所
間
の
緊
密
な
連
携
、
役
職
員
一

体
と
な
っ
た
取
組
み
に
よ
っ
て
、

会
員
・
非
会
員
問
わ
ず
訪
問
・
巡

回
し
、
新
規
加
入
促
進
や
経
営
支

援
、
共
済
制
度
の
普
及
な
ど
を
項

目
ご
と
に
数
値
目
標
を
立
て
そ
の

達
成
を
図
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
具
体
的
に
は
、
訪
問
・
巡
回
の

目
標
は
会
員
数
の
六
〇
％
に
当
た

る
五
〇
〇
企
業
、
新
規
加
入
目
標

は
各
支
部
・
各
部
会
が
そ
れ
ぞ
れ
 

一
企
業
の
加
入
を
目
指
し
、
本
会

全
体
の
組
織
率
を
二
％
引
き
上
げ

る
。
ま
た
、
共
済
制
度
の
加
入
促

進
で
は
、
会
員
福
祉
共
済
制
度
に

つ
い
て
は
全
体
加
入
率
を
二
〇
％

に
、
商
工
貯
蓄
共
済
制
度
に
つ
い

て
は
満
期
加
入
者
の
全
再
加
入
数

を
目
指
す
こ
と
な
ど
も
決
定
し
ま

し
た
。
併
せ
て
、
目
標
達
成
を
強

力
に
推
進
す
る
た
め
、
新
規
加
入

者
は
も
ち
ろ
ん
、
紹
介
者
や
実
績

を
上
げ
た
支
部
・
部
会
等
に
は
、

優
遇
措
置
や
特
別
報
奨
措
置
も
用

意
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
次
に
、
本
年
度
全
国
商
工
会
連
 

合
会
か
ら
大
型
補
助
を
得
て
取
り

組
ん
で
い
る
、
原
地
区
の
茶
資
源

を
使
っ
た
特
産
品
開
発
の
現
状
や

戸
田
の
B
級
グ
ル
メ
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
の
状
況
、
民
宿
活
性
化
の
た

め
の
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
創
出
の
検

討
状
況
が
事
務
局
か
ら
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
 

　
続
い
て
、
五
〇
周
年
記
念
事
業

に
移
り
、
記
念
誌
の
編
纂
内
容
や
、

記
念
の
冠
を
つ
け
て
実
施
す
る
、

原
地
区
の
「
ふ
る
さ
と
産
業
祭
」
、

沼
津
市
民
を
限
定
対
象
と
し
た
「
観

光
優
遇
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
、
歳
末

の
「
買
い
得
商
品
券
」
発
行
、
新

春
に
開
催
す
る
「
特
別
記
念
講
演

会
」
な
ど
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
他
、
各
部
会
・
委
員
会
の

取
組
み
や
市
へ
の
要
請
活
動
に
つ

い
て
も
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

第
三
回
理
事
会
報
告
 

〜
基
盤
強
化
月
間
を
中
心
に
〜
 

11月の行事予定 
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沼津法人会原支部 
めざします企業の繁栄 
と社会への貢献 

社団 
法人 

沼津西ロータリークラブ　テーマ 

クラブ奉仕を通じて地域への貢献を 

　11月  10日  坂本塾・優良事業所視察 
 原支所 
　11月  3日  ふるさと産業祭 
　　     14日  コミュニティ文化祭「原宿バザール」 
　　     15日  観光サービス部会視察研修会 
　　     19日  商業部地デジ講習会 
　　     26日  定年延長講習会 
 
 戸田支所 
　11月  7日  戸田さんさんまつり 
　  　 15日  女性部空き缶拾い 

栗
原
市
長
と
面
談
 

新
会
員
ご
紹
介
 

事
業
所
名
　
支
所
・
支
部
名
 

　
代
表
者
名
　
業
種
 

本
間
社
労
士
事
務
所
　
原
・
愛
鷹
 

　
本
間
康
典
　
社
会
保
険
労
務
士
 

信
濃
路
　
原
・
東
部
 

　
有
瀧
智
康
　
飲
食
 

た
こ
で
ん
　
原
・
東
部
 

　
吉
田
和
雄
　
飲
食
 

栗原市長（右端）に事業の説明 栗原市長（右端）に事業の説明 


